
 

 

 

 
 

性暴力被害相談専用 

ホットライン 

 
 
月～金 9:30～17:00 

（土日祝祭日、年末年始を除く） 

 

性暴力の被害にあわれた方の

専門サポート機関です。専門の相

談支援スタッフが、こころとから

だを守るための支援をおこない

ます。秘密は厳守します。 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

      

   

 

 

   

     

 

 

   

   

   

   

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

大村市男女共同参画推進センターだより 

毎年 １１／１２～２５ 

夫やパートナーからの暴力、性犯罪、売買春、人身

取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為

等の女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害する

ものであり、決して許されるものではありません！ 

夫やパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス） 

性暴力・性犯罪（レイプ、わいせつ、痴漢、セクハラ） 

ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)は、配偶者や恋人など親密な関 

係において、相手を暴力で支配し、思い通りにコントロールしようとす 

ることです。ＤＶは、特別な家庭だけに起こる特別な問題ではなく、誰 

にでも起こる身近なことです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊身体的暴力・・・殴る、蹴る、引きずりまわす、物を投げつけるなど 

＊心理的暴力・・・大声で怒鳴る、罵る、脅す、無視するなど 

＊性的暴力・・・・性行為を強要する、避妊に協力しないなど 

＊経済的暴力・・・生活費を渡さない、働きに行かせないなど 

＊社会的暴力・・・行動の制限、友人に会わせない、携帯電話で監視など 

 

パープルリボン

は、女性に対する暴

力をなくす運動の

シンボルです。 

 性暴力は、性に対する人権侵害です。性的被害によって、身体に対す

る直接的被害だけではなく、精神的なダメージが強く、「ショックによ

る心身的不調」「性暴力に対する誤解や偏見による精神的な苦痛」「外出

が難しくなる、人とのコミュニケーションが困難になるなどの孤立」「就

業が難しくなる、医療費がかかるなどの経済的困窮」など様々な影響に

あいます。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊同意のない、強要された、望まない性的行為 

＊多くは計画的に行われ、加害者は身近な人、顔見知りなど 

＊被害の３分の１は被害者宅で起きている 

＊夫婦間、恋人間でも起きている 

 
私たち一人ひとりが正しい理解

と知識を持つことが、被害者を支

えることにつながります！ 

 

性暴力被害者支援 



県内のＤＶ・ストーカー等の相談窓口 

 

 

     

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡先・問合せ先】 

大村市男女共同参画推進センター「ハートパル」 

〒856-0825  

大村市西三城町 8 番地 総合福祉センター３階 

TEL：0957-54-8715  FAX：0957-54-8700 

E ﾒｰﾙ：danjyo-s＠city.omura.lg.jp 
 
[利用時間 ９:00～22:00  問合時間 ８:30～17:30] 

 

JR 大村駅から徒歩７分、 
大村バスターミナルから徒歩５分 

と き  Ｈ２８年１２月１１日（日）午前１０時～１２時 

ところ  男女共同参画推進センター（総合福祉センター3 階） 

対 象  市内在住・在勤者で介護をしている人・介護に関心のある人（女性も可） 

受講料  無料     定 員  ３０名 

託 児  あり（１歳から未就学児まで）  ※要予約：締切 12 月 2 日(金) 

申込方法 電話またはメール（danjyo-s＠city.omura.lg.jp）でお申込みください 

申込〆切 １２月８日（木） 

 これまで、多くの場合、女性が介護を担っていましたが、今や、男性が自分の妻や親

を介護することは特別なことではありません。仕事と介護の両立に悩む男性も見られる

ようになってきました。今回の講座では、介護に必要な制度やサービス、実際に介護に

携わってきた経験者、介護サポートの専門家の話をうかがいます。 

自分にあった介護の支援方法をみつけませんか？ 

    ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆  ◆ 

〈配偶者暴力相談支援センター〉 
 
・長崎こども・女性・障害者支援センター 

（月～金/9:00～17:45）       

☎095‐846‐0560／095‐846‐0565   

・佐世保こども・女性・障害者支援センター 

 （月～金/9:00～17:45）      

☎0956‐24‐5125   

 ・長崎市配偶者暴力相談支援センター 

  （毎日/10:00～12:00  13:00～16:00） 

  （水（祝日除く）/18:00～20:00） 

☎095‐826‐4417 

 ・南島原市配偶者暴力相談支援センター 

（月～金/8:30～17:15） 

☎050‐3381‐5055 

 ・県警本部ストーカー・DV 相談 

☎095‐820‐0110（内線 3043 又は 3044） 

 ・女性ほっとラインながさき 

（月・水/13:00～17:00 19:00～21:00、土/13:00

～17:00）         

☎095-832-8484      

・女性ほっとラインさせぼ 

（火/17:00～20:00） 

  ☎080-2794-8022  

10 月 6 日、13 日、20 日と 3 回講座として、

「女性のための就活応援セミナー」を開催しまし

た。第１回は就活のコツとして就職活動の進め方、

第２回では履歴書の書き方や面接時の注意事項を

学びました。第３回では就活で活かせるメイク及び

コーディネート術として、自分の魅力を引き出す色

や印象を良く見せるメイクのテクニックを学びま

した。二人の素敵な先生から、自分に自信を持てる

コツをたくさん教えていただきました。 

「自分に似合う色を知

ると、印象も良くなるし、

自分にも自信が持てま

すよ」と山本先生 

「応募書類はラブ

レター、面接はデー

トです。成功させる

には、相手に自分を

きちんと知らせるこ

とが大切ですね。」

と永田先生 


